
献血の現状と課題

－東京都の献血状況と献血者確保の取り組み－

東京都献血推進協議会

東京都赤十字血液センター

事業推進一部 田中 真人

資料６

1



1．輸血用血液製剤の供給数（東京都）
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H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

血小板製剤 1,196,193 1,202,739 1,222,497 1,275,081 1,274,558 1,230,142 1,296,730 1,213,780 1,218,224 1223521

血漿製剤 318,245 319,624 313,838 301,188 288,638 287,327 287,395 268,040 273,115 273,964

赤血球製剤 720,551 721,489 725,562 723,046 724,487 712,872 730,283 704,362 725,398 729,729

全血製剤 10 2 0 0 18 20 24 12 0 0

2,234,999 2,243,854 2,261,897 2,299,315 2,287,701 2,230,361
2,314,432

2,186,194 2,216,737 2,227,214 
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※令和4年度については4月から2月までの実績値と令和4年度3月計画の合算

200mL単位換算
（本）

※

赤血球製剤の供給量はやや増加傾向。
血漿製剤及び血小板製剤の供給量はほぼ横ばいで推移。
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2．赤血球製剤の東京都内供給実績及び関東甲信越ブロック週末在庫（推移）

赤は緊急事態宣言等発令時期

池江選手
SNSで献血
協力呼掛け

第7波

日本輸血・
細胞治療学会
【緊急提言】

第6波第１波 第3波 第4波第2波 第5波

ー供給実績（東京都） ーブロック週末在庫 ー適正在庫（平日供給の３日分）

流行期には、医療機関も影響を受け都内の赤血球製剤の供給が減少、結果、在庫が
増加。流行が収まると供給が増加し在庫が減少。
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3．原料血漿の確保目標量（全国と東京都）
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免疫グロブリン製剤の需要増加に伴い、原料血漿の確保目標量も増加してい
たが、令和5年度の全国の確保目標量は若干減少。
東京都については令和5年度に新たに「東京八重洲献血ルーム」が開所する
ことから確保目標量は微増。

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

全国の確保目標量 1,120,000 1,200,000 1,223,000 1,253,000 1,200,000

東京都の確保目標量 128,939 137,591 138,121 142,498 142,811
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開所時期：令和5年5月1日開所予定
愛 称 ：東京八重洲献血ルーム
場 所 ：中央区八重洲２-１-１ YANMAR TOKYO※ ３階

（※2022年8月竣工、地上14階・地下3階、東京駅八重洲地下街と直結）
面 積 ：588.28㎡ （177.95坪）
ベッド数 ：12ベッド
計画人数：血漿献血 20,900人 （1日当たり62.6人）
コンセプト：分画用血漿採血専用ルーム

完全予約制
魅力度の高い新たな献血ルームの実現
血漿分画製剤の社会的認知度向上のための「広告塔」
各種試行の実施とその検証を行う「パイロットルーム」

4．東京八重洲出張所の開所について

受付・接遇 採血室



5．献血者数（東京都）
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※Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

成分献血 182,621 177,939 180,604 179,860 169,819 171,823 188,518 201,228 205,639 196,423

400mL 353,792 353,444 358,445 373,446 361,398 354,594 360,862 329,479 346,409 352,067

200mL 44,224 32,805 25,645 21,313 18,866 18,376 17,677 14,482 16,210 16,981

580,637 
564,188 564,694 574,619 

550,083 544,793 
567,057 545,189 

568,258 565,471
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※

※令和4年度については4月から2月までの実績値と令和3年度3月実績値の合算

・赤血球製剤の需要増加に伴い、献血ルームにおいて全血献血の受入れを強化した結果、
前年度より200ｍＬで771人、400ｍＬで5,658人増加見込み。

・令和4度全体の献血者数としては、特に血漿献血の減少により、前年度より全体で2,787人
減少する見込み。血小板献血は、関東ブロックでの広域需給体制による役割分担により、
製造所に近い1都3県では単位換算で増加。



6．年齢別・献血者数の推移（東京都）
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Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

50-69歳 118,080 127,766 138,349 148,751 153,426 161,745 178,540 185,716 203,702 212,240

40-49歳 157,678 156,343 155,563 159,533 152,060 147,673 148,795 142,513 139,139 129,071

30-39歳 132,805 122,947 117,607 115,965 107,805 102,691 105,187 104,149 102,981 97,595

20-29歳 139,379 127,106 123,924 121,112 109,201 103,910 106,506 95,864 100,955 101,911

16-19歳 32,695 30,026 29,251 29,258 27,591 28,774 28,029 16,947 21,481 24,654

580,637 564,188 564,694 574,619
550,083 544,793

567,057
545,189

568,258 565,471
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※令和4年度については4月から2月までの実績値と令和3年度3月実績値の合算

（人）

※

・コロナ禍以降、50代以上の献血者が増加、30代～40代は減少。

・10代～20代は前年度より増加、コロナ禍以前に回復傾向。
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7. 職業別献血数（東京都）

※令和4年度については4月から2月までの実績値と令和3年度3月実績値の合算

・役所等への増車により、コロナ禍以降、公務員の献血者数は増加。

・令和元年度の学生全体の献血者数60,461人から令和2年度は41,488人と
大きく減少したが、令和4年度は56,730人とコロナ禍以降、回復傾向。

公務員 会社員 高校生 大学生 その他学生 主婦 自営業 その他 合計

令和元年度 55,177 348,224 8,969 44,414 7,078 27,837 19,141 56,217 567,057

令和2年度 55,547 340,296 8,240 27,380 5,868 29,556 20,737 57,565 545,189

令和3年度 56,471 351,292 8,836 35,931 6,107 30,632 21,348 57,641 568,258

令和4年度※ 56,965 348,374 8,769 41,757 6,204 28,640 20,122 54,640 565,471

増減数
（令和4年度-令和元年度） 1,788 150 -200 -2,657 -874 803 981 -1,577 -1,586 
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8．献血実施会場域別推移 （東京都） 令和元年度～令和４年度
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・推移としては、中止会場の減少により、その振替先としていた「街頭・試験場」が減少。
学校献血の再開により「学校」は増加。「企業・地域」については横ばいの傾向。

・コロナ禍において、受付時間の延長等、献血ルームの受入れ体制を優先した結果、移動
採血会場は前年度4月～2月2,996班と比べ、令和4年度4月～2月で218班の減少。



9. 献血バス・出張採血における１稼働当たりの献血者数

10
1会場当たりの献血者数については、全ての会場において、前年度を上回る見込み。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

令和元年度 45.8 49.8 48.8 46.6 48.6 49.0 48.6 49.0 50.6 48.6 45.9 46.2

令和２年度 34.2 34.9 31.7 35.0 37.3 35.7 36.7 38.6 44.4 44.2 40.2 38.0

令和３年度 40.0 43.7 40.8 38.9 37.1 40.3 41.6 43.2 44.0 45.3 38.9 39.0

令和４年度 44.9 45.0 44.9 44.7 41.2 42.3 41.0 43.3 45.7 45.9 40.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

令和元年度 令和2 年度 令和3 年度 令和4 年度

街頭 4 1.9 3 3 .2 4 0 .5 4 4 .4

運転免許試験場 4 1.6 3 1.4 3 5 .5 3 8 .7

学校 4 5 .1 3 9 .6 3 9 .6 4 2 .9

地域 4 4 .7 3 6 .4 4 1.8 4 3 .4

企業 5 2 .2 4 2 .5 4 1.1 4 4 .4

計 4 8 .1 3 7 .6 4 0 .7 4 3 .6

（人）



・移動採血（献血バス+出張採血）については、前年度より一稼働当りの献血者
数は増加したが、稼働班数が減少したため、献血者数も減少。

・献血ルーム等への誘導をした結果、献血ルームは全血献血の献血者数が
前年度を上回る見込み。
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10．受入施設別の全血献血比率の状況変化
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※令和4年度については4月から2月までの実績値と令和3年度3月実績値の合算
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10代 12,774 
3.4%

20代 58,592 
15.6%

30代 66,221 
17.6%

40代 90,213 
24.0%

50代

108,609 
28.9%

60代 39,144 
10.4%

11．複数回献血クラブ（ラブラッド）の状況

30代以下

36.6％

30代以下の会員の複数回献血強化
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10代 11,040 
1.9%

20代 138,288 
24.1%

30代 134,599 
23.5%

40代 120,293 
21.0%

50代 124,568 
21.7%

60代 44,541 
7.8%

10代 20代 30代 40代 50代 60代

49.5％

30代以下

合計573,329人

会員登録者数（東京都） Ｒ5.2現在 会員献血者数（東京都） Ｒ4.4～R5.2

合計375,553人



献血受入業務のデジタル化（令和4年10月から）

献血者の利便性向上と献血カードの電子化を求める声に応えることに加え、コロナ禍による
献血会場での滞在時間短縮や接触機会削減を図る必要性から改修

12.献血Web会員サービス『ラブラッド』の改修①

献血カード
ラブラッドをスマホアプリ化し、献血カード機能を追加 アプリ版献血カード

13
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12．献血Web会員サービス『ラブラッド』の改修②

事前Web問診回答
献血来所前に、ラブラッドから問診回答を入力

当日予約
各予約枠の３時間前まで予約の登録やキャンセルが可能

献血申込者照会画面の項目の事前入力
受付でお聞きしている項目(食事時間・睡眠時間等)について、
ラブラッドでの事前入力が可能

初回献血者、非会員による予約や事前Web問診回答
会員登録せずに予約機能を利用することが可能となり、初回献血者や
ラブラッド非会員による予約や事前問診回答が可能

プレ会員制度
献血可能年齢未満の若年層を主な対象とした会員制情報提供サービス
初回献血の推進 献血セミナー



13．東京都内の献血予約状況 R3.4～R5.2
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令和3年度 令和4年度

令和4年10月ラブラッドアプリ導入後、予約数が増加した。

（人） ※予約構成率は献血者数に占める予約者の割合



14．献血セミナー実施状況（東京都）

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

小学校 1 3 1 1
中学校 9 4 3 2
高等学校 15 10 2 8 9
専門学校 2 4 1 1
大学（短期大学含む） 5 6 3 4 4
計 32 27 5 17 17

0
5

10
15
20
25
30
35（参加校数）
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※R5年2月28日現在

※R5年2月28日現在

①学校のセミナー参加校数

②献血セミナー全体の実施回数と参加者数

学校の参加校数は前年度と変わらず。コロナ禍以降、企業等でのセミナー開催を
推進した結果、参加者数は増加。

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

セミナー実施回数
　※( )はweb開催

58（0） 8（0） 42（12） 44（10）

セミナー参加者数 4,954 535 6,228 5,318

コロナ禍→



〇安全な献血会場の運営
職員の 体温測定、手指消毒の徹底
献血会場の入口で体温測定、献血会場内の換気
予約の推進（ 献血会場の混雑回避）

〇予約の推進
献血 Web 会員サービス「ラブラッド」への登録を促進
同サービスを活用した献血予約の推進 特に若年層の協力拡大

〇大学生協様への献血活動協力のお願い
献血推進ポスターの掲示協力（関東甲信越69大学生協）
献血実施に向けた連携（東京都内の大学22校、都以外の大学18校にて献血）
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15．コロナ禍における令和4年度の対応①

献血推進ポスターの掲示協力

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

大学献血実施回数 366 9 147 295

献血者数 16,449 333 5,857 12,769

都内大学の献血実施回数及び献血者数



〇都知事からの献血協力メッセージ
都知事の発信力と知名度を生かし、都知事から
都民に対して直接メッセージをいただき、広報展開。

〇東京都政連携団体の協力

〇中止会場への対応
社内・学内ポータル等の媒体を活用し、献血ルーム等への誘導
献血実施可能な企業・団体に対しては、実施回数の増加を依頼
居住地を考慮した地域の方を対象とした振替先献血会場の設置
地域の方を対象としたメール・ハガキ・電話による振替先献血会場への誘導
新たな献血団体の開拓
年末年始の献血ルームの臨時開所
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15．コロナ禍における令和4年度の対応②



16．今後の課題

【献血協力者の確保】

〇献血会場の確保

〇予約の推進

〇若年層における献血者確保（10代・20代・30代）

〇献血の重要性の理解度の向上

→献血行動に繋げる→献血セミナーの開催拡大

【必要な血液の確保】

〇400ｍL献血率の向上

〇血漿分画製剤用原料血漿の確保

19



ご清聴ありがとうございました
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